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2008 年  10 月  01 日  

熊野の旅 昭和 34 年 10 月 一眼レフ時代へ  

 

 多分、昭和 34 年 10 月 4 日の日曜日だと思います。 
 熊野市飛鳥町小阪地区では毎年一番後の稲刈りになっていた我が家の稲が刈り取

られて『さがり』にかけられています。 
 このような稲を干す竿は日本中の田舎にあって、呼び方も様々なようですが、この

地区では『さがり』と呼んでいました。 
 刈り取ってから一週間ほどこうして穂を下にして乾かします。その間にまだ生きて

いる茎や葉が一生懸命実の方に栄養を送るので、米が一層美味しくなるのだそうです。 
 最近では、ハーベスタとか言う刈り取り機が刈り取ると同時に脱穀までやらかすの

だそうですね。そして、有無を言わさずに人口乾燥へ… 
 農作業は格段に省力化されていますが、米がまずくなったとお百姓さんは言います。 

 
 9 月から 10 月は秋台風の時期になります。大きな台風が日本を縦断する時期とも

重なるので、毎年のように稲作に被害が出ました。 
 実ってきた稲は穂が重くなり頭をたれるくらいですから、風が強いと倒れます。 
 台風の風はくるくる回りますから、倒れ方もぐしゃぐしゃで手の付けようの無いよ

うになったりします。手で刈るこの時代でもなんともならない時がありましたね。 
 おまけに、雨が大量に降って、川からの氾濫などなくても田圃に溜まった水に穂が



浸かります。 
 洪水にあった田はそれこそ全部水の下になります。 
 そして、刈り取りが終わっていても、この『さがり』が倒れて水の中へ・・・ 
  完熟に近い稲が煮ずに浸かると三日もすると種が動き出します。穂に付いたまま

で発芽しようとするのです。 
 せっかく、美味しいでんぷんをたっぷり溜め込んだ米粒が、その発芽運動が始まる

と同時に変質して、一気に味が落ちます。そして、変質した米は水から上げても元に

は戻らず、『籾摺り』…『精米』と、力を掛ける行程に入ると砕けてしまい、『米』で

はなくなるのです。 
 それだけに、台風が過ぎると、きれいな秋空を眺める余裕もなく、水浸しの田で、

『さがり』を立て直し、倒れた稲を必死に刈り取るのが、被災した地域の風景でした。 

 
 台風時期にたまに放送される、ザップリ水に浸かった水田の光景は、その先にそう

した事態が見えているのです。 
 ほぼ半年かけた稲作が徒労に終わる光景なのです。 
 およそ、日本に稲作が伝わった時から…花の窟の神話の時代から…国を支えた百姓

にはついて回った悲劇でしょうね。 
 その分、無事に収穫できた年の嬉しさもひとしおだったでしょう。 

 
 この時代はこの写真にあるような『とうみ』などと言う人力の選別機が使われてい

ました。 
 脱穀も足踏み式の脱穀機に変わり、大昔からの櫛のような『せんば』と言う脱穀装

置は種籾用にしか使わなくなっていました。 
 『足踏み脱穀機』が発動機でまわされるようになりかけた頃ですね。 
 ものすごく重たい発動機と平ベルト…機械化しても設営が大変な物でした。 

 
 この後からは、ちいちゃな『耕運機』が導入され、ちいちゃな『稲刈り機』が作ら

れ、『田植え機』まで出来…百姓の仕事は急速に機械化されました。 



 その結果、儲けたのは農協と農機具屋…この辺のように三反にも満たない百姓は、

米を供出した金では足らず、山で働いた金まで、農機具の月賦を払うのに注ぎ込む始

末でした。 
 なんだか、江戸時代の年貢みたいな感じもしますね。 
 お代官様はお目こぼししてくれても、農協などは… 
 かくして、日本の田舎から人が消え、百姓も居なくなって来ています。 

 
 この写真の時代の頃が、戦争からの復興も大分進み、日本中が活力にあふれ出し、

まだまだ田舎も元気で、田舎の主婦も『家の光』なんて雑誌を読むようになり、日本

中の若者が『平凡』や『明星』で単純にスターに憧れる、希望に満ちた時代だったの

かもしれませんね。 

 
 カメラの世界では、スプリングカメラ、二眼レフの時代が終わり、新発売のニコン

F を筆頭にした一眼レフ時代に入りました。 
 その流れが加速し、今の無味乾燥な、人間不在でも写真の撮れる、全自動カメラへ

進んだのです。 
 進歩と言う名の破壊への入り口だったのかも知れませんね。 
 カメラは  ニコン F 
Tags:昭和 熊野市 モノクロ          by je2luz | 2008-10-01 11:55  

 

 

 

 

2008 年  10 月  02 日  

熊野の旅 猫の生活 昭和から平成へ  

 猫と言うものは東西を問わず古くから人間と一緒に暮らしてきたようです。 
 犬のように狩猟に使えるものではないし、お仕事は『ねずみ退治』と『癒し』でし

ょうか… 
 採取生活でどんどん移動する種族にはあまり向かないでしょうが、農耕を覚えて住

み着いた種族には大切な相棒だったのでしょうね。 

 
 私は物心が付いた頃から猫と暮らしていました。 
 上の写真はその猫です。名前は『クロ』です。 
 雌猫でしたが、けんかはものすごく強い子でした。 
 私がニコン F で５枚目に写したのがこの写真、６枚目が下のものです。 
 一眼レフはくっ付いてもパララックスがないということが嬉しかったのでしょう

ね。思いっきりくっ付いています。 
 この時代のフィルムカメラ時代では珍しいやり方です。 

 
 この『クロ』は日本猫で当然のように『猫まんま』が主食でした。 
 昭和の猫はそれが当たり前でした。そして、たんぱく質の不足なんてのは自力更生



…自分でねずみを捕って食べていました。ねずみの捕れない子はバッタやトカゲを捕

って食べました。 
 この子は田舎の百姓の家ですから、ねずみも納屋あたりでうろつきますからものす

ごい数を捕って来ました。 

 

 



 近所の猫が居ない家のねずみも巡回して退治していたようです。 
 食べきれないだけ捕るので持って来て家で散々遊んだ末に・・・『これ。やる！』

と言うように僕たちの前において出て行ったりしました。 
 これが、昭和の猫です。 

 
 時代劇に出てくる『石見銀山猫いらず』じゃないですが、『猫いらず』は売られて

いましたが、近所に猫が居ると田舎では仕掛けないものでした。 
 それが集落としてのルールでした。 
 猫ばかりの集落では犬は飼わないとか… 

 
 そうした『猫』を取り巻く環境も昭和から平成へと移り変わる間に随分変わったよ

うです。 
 空前の猫ブーム？になって、世の中には民間の『猫博士』が一杯出来、『猫学』も

不思議なくらい進歩したようです。 
 『猫まんま』みたいなものは猫は消化できない。 
 味噌汁を掛けるなんて塩分が多いから… 
 塩辛い魚を食わせるなんて… 
 と、言うのが今の・・・今流の猫の飼い方なんだそうです。 
 猫にもアレルギー体質のが居るから、そうした猫には特殊な食事しか食べさせては

いけないとかも聞きます。 

  
 人間の子供も、運動もさせないで過保護？（実はそうではない）に育てるからか弱

い、デブが増え、高校生で成人病になる・・・いや、してしまうのですから、『子供

よりかわいい』猫ちゃんには、信じられないほど力を注ぐようですね。 
 人間と違うのは、デブでか弱くなっても、めったにグレないところでしょうかね。 
 キャットフードもなく、蚤取り首輪もなかったですが、腹が減ったらねずみを捕っ

て、巡回中に見つけた蛇にちょっかいを出し、庭に来るすずめをじっと狙い続け、自

分ちのヒヨコは目を細めて眺め・・・ 
 そんな生活を送って、この子は１５年ほど生きたと思います。 

 
 貰われてきたのは僕が小学校に入る頃、亡くなったのは大学生で東京に居ましたか

らね。 
 のびのび暮らした昭和の田舎猫と『猫っかわいがり』の平成の猫・・・どっちが幸

せなのでしょうかね？？？ 
 子供も同じですが・・・ 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ        by je2luz | 2008-10-02 12:25 



2008 年  10 月  03 日  

熊野の旅 秋 消えた秋の味覚  

 秋の味覚の中で、陸で採れるものもたくさんあります。 
 その中の王者はやっぱり『松茸』でしょうね。 

  
 その松茸も、松くい虫が山間部まで広がってしまったのと、少し残っている山の頂

き付近の松の古木の足元も、手入れが行き届かず、光が差し込まなくなっているよう

です。そうなると、松があっても松茸は出なくなってきます。 

 
 鵜殿、新宮にパルプ工場があって、戦後すぐから米松などの外材が列車でどんどん

運ばれ、それにくっ付いてきた松くい虫と更にそれにくっ付いてきた線虫で。全国で

も『松くい虫発生先進地』になった所ですから、当然、『マツタケ減少先進地』にも

なりました。 

 
 終戦後の復興需要で乱伐した山には、『生育が早く、建築材にもパルプ材にも高く

売れる』などと、農林省が薦めた松が一杯植えられました。 
 割りと民家に近い所に、松の木が一杯植えられて育ち掛けていたのを覚えています。 
 あれから半世紀、古木とまでは行かなくても、そろそろマツタケが生える松林が一

杯あるはずなのですが… 
 熊野市内の里山には松林はありません。 
 松の若木は樹勢が強いので、松くい虫が取り付き、根っこに線虫が付いても枯れな

いで伸びるそうです。だから、この松たちは松くい虫にやられるまで行かなかったの

です。 

 
 およそ、松なんてものはまっすぐ伸びないものです。まっすぐ伸びないと言うこと

は建築材にはならないってことです。建築材にならなければ一番高い用途にならない

と言うことです。 
 建築材になったとしても、屋根裏の構造材や二階を支える二階持ちの構造材ですか

ら、ものすごく安い部分です。 
 松でも、まっすぐのびて、枝も落ち。樹齢２００年とかの巨木になればローカに使

われる縁甲板になり、高級材になりますが、そんな気の長い話も出来ませんし、そう

いう風になるのは何百本に一本とかの率の悪さです。 
 お役人様がおっしゃった『パルプ材』の方は、南洋や北洋から盗伐を含めものすご

く安く大量に輸入され、国内ではチップの生産すら出来ないようになりました。 
 わざわざ植え、２０年とかまで育った松を、わざわざ切って、桧などに植えなおし

た人が殆どです。 

 
 かくして、元からあった松は枯れ、新しい松は育たず・・・ 
 当然のこととして、地元産の松茸なんて幻のようなものになっています。私の山の

頂きにポツポツあった松も今ではありませんね。 
 かつては『松茸』が生えたそうですが、松の木がなくなってからしか山主にも教え

てくれないのが、松茸採りの流儀です。 



 昔から、どこの松にいつ頃松茸が出てくるか…自分が山に入れなくなる頃まで子供

にも教えなかったそうです。 
 かつては安かったとは言え、松山の元々少ない熊野の山間部では貴重な秋の珍味だ

ったですからね。 

 
 もう何年も、『松茸』なんて口にしていないですね。 
 以前、宴会に良く出ていた頃に出てきたのは、『松茸』ではなく『マツタケ』と、

カタカナで書いた方がよいものだったと思いますしね。 
 少なくとも、平成に入ってからは『松茸』を食べていないような気がします。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ         by je2luz | 2008-10-03 12:27 

 

 

 

2008 年  10 月  04 日  

熊野の旅 行楽のシーズン 消えたミカン狩り  

 秋本番です。 
 昔なら、まだまだ『青ぎりミカン』の時期ですが、今では品種改良が進んで、立派

に色付いてきたミカンが都会の店先に山積みされるようになりました。 
 ミカンもすっかり『秋の味覚』になってしまいましたね。 



 『温州みかん』はコタツに入って食べる物…だったのですがねえ… 

 
 ミカンと言えば紀州ミカンが有名だったのですが、生産量の関係でその代表は和歌

山県有田市の『有田ミカン』になっているようです。 
 市場では数のまとまらない物は力になりません。 
 南紀のミカンといっても実態は串本あたりから熊野市まで、70Km にも及ぶ海岸線

沿いの段々畑で栽培されている物なので、当然自治体も一杯ありますし、農協も一杯

あります。当然のように一つのブランドにはなりえないのです。 
 それぞれの地域で、美味しいミカンを細々と作って、細々と売っているのです。 

 
 国道４２号線を走ると紀伊長島あたりから紀伊半島をぐるりと回る間、ミカンの木

を目にしないで走るのは、国道が海からはなれて山間部に入る、尾鷲ー熊野間だけで

しょう。他の海岸線は見事にミカンの木があります。街中の家の庭にまでミカンの木

があるくらいです。 

 
 これほどミカンのあるところの代表格で、国のパイロット事業として昭和３０年代

からやられた『金山パイロット』はミカンの生産とともに『観光蜜柑園』として、長

年、『ミカン狩り』をやっていました。 
 今の大人の人で関西・中京出身の方なら、ここまでミカン狩りに来た人結構もいる

のではないかと思います。 
 当初はバスを仕立ててミカン狩りの客がやってきたものなのです。 
 ちょうど今頃から始まって１２月の頭くらいまでの期間でしたね。 
 気候のよい時期ですし、お弁当を食べてデザートにミカンを腹いっぱい食べて…ま

あ、家族サービスには悪くない物でしたね。 

 
 こうした『観光農園』はミカン・梨・ブドウ・柿・イチゴ・りんごなど色んな物が

全国に出来ました。 
 今の温泉場でもそうですが、全国に出来ると言うことは、遠い所はどんどん客が減

りますね。 

 
 熊野まで、ちょいと日帰りでミカン狩り… そんなのができる所にはミカンの木が

周りにたくさんあるのです。ミカンのない広大な地域が背後にはあります。紀伊山地

の内陸部ではミカンは無いのですが、人間も居ません。つまり、見込み客も居ないの

です。 

 
 かくして、熊野市の観光の目玉だった『金山パイロットみかん狩り』もパンフレッ

トではいつも出ていましたが、実態はずっと赤字で閑古鳥がないていました。 
 そして、最早、それも休止されています。 
 と、言うより、蜜柑園自体を切り崩し『紀南交流拠点施設』なる、訳の分からない

施設が作られています。 
 みかんの赤字は百姓がしょわなくてはならないですが、こうした公の施設を作る借

金や運営赤字はなし崩しに全国の皆さんが払ってくれますからね。 



 そんなに大金じゃないですよ。 国民一人当たりなら、ほんの一円とか二円ですか

ら… 

 
 いつも書きますように、熊野古道にしろなんにしろ、全部皆さんのお金でやってい

るのですから、ぜひ現地を視察に来てください。 
 せっかくお金を出しながら、見にも来ないままなんて、もったいないですよ。 

 
 下は２０年前の金山パイロットのみかん狩りです。 
 この頃にはもう遠来の客は殆ど居ませんでしたね。 

 
Tags:熊野市 熊野の味 熊野古道      by je2luz | 2008-10-04 12:18 

 

 

 

 

 

 

2008 年  10 月  05 日  

熊野の旅 熊野市報より・・・１０月  

 秋とは・・・ 
 田舎では、収穫を喜び、寒さと言えば少し厳しいけど、過酷な農作業から開放され

る冬が来るのを待つ季節です。 
 米、栗、芋、柿、茸、豆・・・みんな美味しい季節です。 
 お百姓さんが一番幸せな季節だったのでしょうね。 

 
 町中では、食べ物は美味しいけど、日は短くなり、木の葉も落ちて、『そこはかと

なく淋しい』物だったようです。 
 これは今も昔もあまり変わらないのかも知れません。 

 



 今月の熊野市報から・・・ 
    人口     20.734  （－38） 
       男    9.681   （－17） 
       女   11.053   （－21） 
    世帯数   10.131   （－7）     平成２０年９月１日現在 
 私がこの数字を載せ始めてからコンスタントに減り続けていますね。 
 ？？１回だけ減らない月があったかも… 

 
 市報に載るのは一ヶ月以上遅れます。 
 この時から一ヶ月以上経っているのですから、人口は３０人以上減っているでしょ

うね。猛暑の季節が終わるので少しはお年寄りの死亡も減るのでしょうかね。 

 
 １０月は『神無月』だそうですが、田舎では『人無月』になって来ています。 
 オジンギャグを言う私達の世代が居なくなったら、どこの田舎でも、土地が広々と

してきて住み良くなるでしょうね。 

 
 熊野市報では、市内各地で行われた行事のスナップが載せられています。 
 殆どの行事は日曜祭日に行われるので、市報担当の職員さんはデジタルカメラを肩

に出かけています。 
 田舎ですから、そうしたニュースは把握しよいので割りときめ細かくカバーしてい

ます。 
 それは良いのですが…そうしたイベントの『予告』が殆ど載らないのです。 
 あまり熱心な読者が居ない広報誌でも、予告宣伝をするのとしないのでは、参加者、

見物人の数に違いが来ると思うのですがねえ… 
 私など、そうしたイベントのニュースが殆ど入らない状態です。何しろ、熊野市は

９か町村半合併した広い町ですからね。 

 

 来週の土日は『木本祭り』のはずです。 
 わざわざ見物に遠くから来るほどの物ではありませんは、偶然にでも熊野古道歩き

にこられた時には覗いてみてください。田舎町のお祭です。 



 
 このブログも何とか継続してきましたので、アクセス数も 50000 回に達するよう

です。これからも、ぐたぐたと書き続けますので、よろしければお付き合いください。 
       去年の木本祭りです 

 
Tags:熊野市 熊野古道             by je2luz | 2008-10-05 12:30 

 

 

 

 

2008 年  10 月  06 日  

熊野の旅 熊野市の気候と黒潮そして気性  

 細長い日本列島は沖縄を除いて上手く紙に納まっています。 
 これは納まっているのではなく、納めているの方が正しいのかもしれません。 
 地球儀の上で見る日本列島のほうが位置関係なども正しく表示されていますね。 

 
 ぱっと考えると、ここ、紀伊半島などはものすごく南にあるように思えます。 
 九州でも北九州などは、暖かい南紀より北にあるような感じさえ受けます。 
 冬になれば、北九州はしょっちゅう雪が舞います。それに引き換え、南紀のほうは

少ないです。 
 紀伊半島南部は非常に気候温暖なところです。 

 
 地図の上では、この熊野市の緯度は意外と北のほうで山口県あたりなのです。 
 これは、地図に日本列島を納めるために、少し寝させているし、見るほうは地図の

上が北・・・真北を示していると思い込んでみているからです。 
 普段は問題にならない程度に寝させてありますが、きちんと見るときには右側をほ

んの少し押し上げて見るのが正しい地図が多いです。 

 
 山口と同じくらい、北九州よりは北になるのに雪が少なくて冬は過ごしよい… 
 この違いは、目の前を流れる『黒潮』と、すぐ後に連なる紀伊山地のおかげです。 

 
 黒潮は年中殆ど温度が変わらないで自転車をこぐより速いくらいの速度で流れて

行きます。天然の温水ヒーターが回っているようなものです。 
 日本の雪は、殆どの場合、大陸から押し寄せてくる『冬将軍』が日本海や東シナ海

の湿気を吸い込んで日本列島の山にぶつかって降らせるものです。 
 北九州はぶつかって大雪を降らせるような高い山はないですが、その雪雲が直接頭

の上にやってくる事があります。 
 それに、鹿児島沖で別れた黒潮もはるか沖合いを流れています。 
 それに引き換え、この熊野では、黒潮は目の前ですし、北からの雪雲は中国山脈か

北陸から飛騨。美濃の山地を乗り越え、更に御在所から連なる紀伊山地をも乗り越え

てきますから、雪も殆ど降り終わってやってくるのです。 

 



 真冬にあの筋状の雲が日本海を覆う時、裏日本などは灰色の重い雲に包まれますが、

この辺だと、その雲が雪を降り終われせて、『雪雲だった』と言う風体だけ残った千

切れ雲になって足早に駆け抜けることが多いのです。 
 北風も、屏風の陰に居るような物で、吹きつけるということはなく、雲と共に上空

を吹きぬけて行きます。 

 
 かくかように、非常に温暖な所なので、年に数日以外は雪による交通の乱れもあり

ません。 
 熊野古道・伊勢街道などは、海岸線の東南斜面をさほど高い所までも登らずに通っ

ていますから、実に穏やかな物です。 
 歩くのは少し寒い季節のほうが適しているくらいです。 

 
 その温暖な気候のせいでしょうか、紀州の人間はのんびりしていると言うか、商売

でも政治でもあまり出世した人間が出ていないようです。 
 日本最大手のコンサルタント会社の偉いさんが熊野市に委託されて調査した時・・・ 
 『この言葉は使っちゃあいけないのですが・・・この辺の人は南洋の土人ですね』・・・

と言われました。 
 今では差別用語らしいですが、まさにこの通りの所があります。 
 私など、もう長いこと灯油も焚いたことがありません。 
 のんびり…南洋人似の典型でしょうかね。 

 
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ       by je2luz | 2008-10-06 11:06 



2008 年  10 月  07 日  

熊野の旅 木本祭りは雨かも・・・  

 もうすぐ木本神社の秋の大祭です。 
 長い間。１０月９日に宵宮（よみや）を行い、１０日が本祭りでした。その前の１

日に『鈴あげ』などと言う行事もあり、その辺から始まっているようですが、特別な

『祭好き』か『町役』以外の人には、9・10 の二日だけですね。 

 
 この祭は、「国民の休日に関する法律」の改定に少し遅れてそれに合わす形で日に

ち変更が成されました。 
 １０月１０日は『体育の日』で、起こりは『東京オリンピックの開会式の日』です。 
 この日は気象の面では『特異日』だったのだそうです。 
 『女心と秋の空』…この変わりよい季節のなかで、特別晴れた日の多いのが１０月

１０日だったのだそうです。 
 もちろん、日本中が…ではなく『東京』の話です。 
 こうして決められた昭和３９年１０月１０日は上天気でした。代々木の上空に航空

自衛隊のジェット機が描いた五輪の輪がきれいに浮かびました。 

 
 その後、この日を記念して出来た『体育の日』がお役人の『一億総グータラ化計画』

の一環で常に連休になるように変えられてしまいました。 
 それに伴い、普通は『日にち』で行う『お祭』が変動性になりました。 
 昔のように、鎮守様のお祭だから学校をやすみにし、仕事もみんな休むって訳には

行かないので仕方ないとは言えますが… 

 
 １０月は、先日触れたように『神無月』…神様が留守な様です。 
 瞬時に移動して、来られる神様ですから大丈夫でしょうが、出雲の国から一つの祭

に行ったり来たり… 

 

 おまけに今月はあちこちで祭が多いし、テレポートと分身の術を使うにしても、出

雲の国に集まって寄り合いをしようと言うのに迷惑な話でしょうね。 
 おまけに、御輿に乗せられ振り回され、落とされ、海に放り込まれたり、ひどい所



では踏みつけられ叩かれます。 
 ひょっとすると、そんなところのお御輿には乗っておられないのかもしれませんね。 

 
 今年の『木本祭り』は 11.12 だと思いますが、１１日は雨みたいですね。宵宮で

すから、夜までに止めば良いのですがね。 
 参加するのではなく、ちょいと写真を撮るだけですが、雨の祭りは惨めですからね。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ          by je2luz | 2008-10-07 12:33 

 

 

 

 

2008 年  10 月  08 日  

熊野の旅 ３５０年前 紀州の林業 他  

 昔々、各地方によって違いはありますが、『留木・御留木』と言うものがありまし

た。 
 五種類だったり六種類・七種類と増えたところなどばらついているのは、地方によ

って生えている木が違っていたということもあるのだと思います。 
 この制度は住民が勝手に木を切ることを禁じ、資源保護とともに大名、幕府の収入

源を確保することでもありました。 
 杉・桧・楠・松・欅などと言う建築材料になる物が対象で炭を焼いたり薪にする雑

木の伐採は禁じていなかったようです。 
 こうした『留木』のなかで『楠木・樟』は戦後まで残されていました。 
 これは『樟脳専売』と言う法律があるほど防虫剤としての『樟脳』が大切な物だっ

たということです。 

 
 江戸時代などの『留木』と言う制度は、特定の人物に伐採許可を与える物です。 
 なんだかそこには時代劇に出てくる、今の公共事業に通じる、生臭いにおいもしま

すね。 
 この『留木』は資源の保護にはなっても、林業振興や地域振興には足かせになった

ようです。 
 この辺、奥熊野では、慶安３年（1650）に杉・桧・松の三種類を指定から外して

います。 言うなれば、この辺の人工林による林業の出発点はここになるのでしょう

ね。 

 
 この頃から『伊勢おかげ参り』が流行りだしたのだそうです。 
 太平の世になって庶民に余裕が出てきたって言うことでしょうね。 
 江戸時代も昭和の旅行ブーム同様、こうした物が流行ったようで、『東海道中膝栗

毛』のような旅人が、伊勢・京都・浪速・金毘羅さん・善光寺・身延山・高野山・永

平寺などに出かけたのでしょう。 
 熊野三山は少々不便で簡単にはこられませんが、伊勢参りのついでに『熊野古道・



伊勢道』を南下してくる人も結構いたようです。 
 日によっては、世界遺産が少し飽きられてきた今より、我が家の前を通る『物見遊

山の旅人』は多かったのかもしれません。 
 江戸の後半とかには、そうした関東から来る旅人を『関東べえ』と呼んだようです。

「かんとうべえ」ではなく『かんとべえ』だったみたいです。 
 その頃には今の国道４２号線の辺りは松原だったはずなのですが・・・ 

 
 後ろの山が『熊野古道・松本峠』です、あの峠を越えて、伊勢方面から来た人は、

この国道のある浜筋の松原を歩くか、一本山側の木本本通りを歩いて、一路熊野三山

を目指したのです。 
 ここまでくれば、『極楽浄土』も目の前です。 
Tags:熊野古道 国道４２号線 モノクロ         by je2luz | 2008-10-08 12:08 

 

 

 

 

2008 年  10 月  09 日  

熊野の旅 ３５０年ほど前 漁業 他  

 昨日は３５０年ほど前の熊野周辺の林業などについて書きましたが、当然海のそば

の熊野では漁業もあったわけです。 



 江戸時代にもなってくると、沿岸漁業も発達して目の前の海で細々と漁をするとい

う形態ではなくなっていたようです。 
 この辺の漁業資源に目をつけて泉州などから移り住んできた網本も居たようです。 
 寛永２０年（1643）に泉州大崎十兵衛が大泊にやってきて、市木方面までの間で

漁を始めたそうです。外部資本の流入と言うところでしょうかね。 
 片方では、関東の『イワシ漁』が景気が良いと言う評判が伝わってきたようで、こ

の辺からも房総方面に出稼ぎ漁に行ったようです。 
 すでに、出稼ぎ、遠洋漁業？が始まっています。 
 千葉、房総に紀州と同じ地名が並ぶのも、風に吹かれて流されればすぐに房総まで

行ってしまうのと、こうした出稼ぎ漁師が居たこととも関係あるでしょうね。 

 
 ３５０年も昔と言うと、もちろん頭はちょんまげ、公務員は刀を差し…と言う時代

でものすごく前近代的と言う感じがしますが、人々の感覚は意外と広く、銭になるな

らどこまででも…今と大して変わらなかったようです。 

 
 もう一つ…寛文６年（1666）には今話題の『人材派遣法改正』じゃないですが・・・ 
 幕府から『人身売買の禁止、年期奉公は１０ヵ年に制限する』と言うお触れが出た

そうです。 
 人身売買の禁止などは幾度となく出され、あまり効き目がなかったらしいですがね。 
 『丁稚』『下男』『下女』などと言う身分不安定で、生活も出来ない給金で働かされ、

結婚も出来ない… 
 この面でも、３５０年前と今とあまり変わらないのかもしれませんね。 

 

Tags:熊野市 七里御浜 モノクロ            by je2luz | 2008-10-09 11:41  



2008 年  10 月  10 日  

熊野の旅 ６５年ほど前 自主防災組織  

 近年は『防災』と言う言葉が当たり前に使われています。 
 使われだしたのは、『東海地震』が騒がれだした頃からですね。 
 雑貨屋さんやホームセンターではそんなコーナーがあったりします。 
 そして、各地での地震や災害の発生、地震の予測。富士山の噴火予想…実に色んな

災害が予想され、被災マップも作られていますから日本全国防災体制が敷かれた？状

態です。 

 
 いまから６５年ほど前にも日本全国、津々浦々までそうした組織が組み上げられて

いたことがあります。 
 下の写真のようなものです。 
 これは、一昨年に取り壊した本家の建物の前の記念写真です。 
 『灯火管制』の文字があるから、太平洋戦争末期でしょうね。 
 空襲の恐れがあるようになってから組織されたはずですから、ミッドウェー海戦以

降でしょう。昭和１９年ごろでしょうか・・・ 

 
 ご婦人方の肩からは『大日本国防婦人会』のたすきがかかっています。 
 まさに戦時色にそまった時代で、こうした婦人会や青年団などが、空襲に備えて訓

練し、待機していたのです。 
 いまの各地にある『自主防災組織』よりははるかに訓練された組織にはなっていた

ようです。ただ、機械も道具もなく、ひたすら精神論で立ち向かうように教えられた

組織でしたがね。 

 
 このへんでは、新宮は焼夷弾で焼かれました。 
 熊野でも木本はほんの少し攻撃されグラマンの機銃掃射も受けています。 
 米兵の顔が見えるまで低空で飛んで行ったようです。 



 太平洋に突き出して小笠原などには一番近い紀伊半島も軍事的にはどうでもよい

場所だったので、町の被害は最小限で済んだようです。 
 人的には、民間人の犠牲こそ殆どなかったですが、徴兵された兵士の多くは帰りま

せんでした。 

 
 この写真、後列の右端にはいかにも憲兵や警察に目をつけられそうな青年が写って

いますね。 
 新聞記者かなんかなのでしょうかね。私の知らない顔ですが、映画なら『赤』の役

のスタイルです。 

 
 この写真はガラス乾板なのですが、少し痛みが出ているのと、ご婦人方の真っ白な

割烹着のせいでハレーションを起して鮮明度が少し落ちています。 
 日独同盟時代ですから、こうした乾板が入れられていた箱は、日本のオリエンタル

写真工業とドイツのアグフアの物です。 
 原判は今の 2L・・・カビネ判の贅沢な物です。 
 一緒に保管されていた、結婚式の乾板を包んだ紙には・・・ 
 『あまり粗悪な印画紙を使用した焼付けは不可です』と言う書き込みがありました。 
 つまり…この時期になると銀を使う印画紙は最早自由に使えず、粗悪品まで出てい

たようです。 

 
Tags:熊野市 昭和 モノクロ           by je2luz | 2008-10-10 11:14 | 

 

 

 

 

2008 年  10 月  11 日  

熊野の旅 熊野市大泊 昔と今  

 紀伊半島は殆どの所はリアス式海岸です。 
 なだらかな浜は『七里御浜』が一番大きな物です。ほかは入り江の奥に砂浜がある

というような地形です。 



 新宮から木本までの 20Km ほどが砂利浜で、七里御浜の端っこの『鬼ヶ城』から

先は志摩半島まで入り組んだ海岸線に変わります。 
 このリアス式海岸では人の住んでいるのは大体入り江の奥です。入り江の奥は普段、

とても波が静かで平穏な所です。しかし、こと津波になると恐ろしい現象が起きてし

まいます。 

 
 震源地から押し寄せる水の壁が襲ってきたとき、入り江の開口部の向が進行方向と

ずれていたら湾の中はあまり変化無しで済みます。 
 しかし、運悪く方向が合っていた時は大変なことになります。 
 入り口が広く奥の狭い V 字型や U 字型の湾だと、入り口で１m しかなくても、奥

に進むに連れて狭くなるので行き場のなくなった水がどんどん盛り上がります。そし

て、３倍にも４倍にもなって一番奥の集落を襲うことになるのです。 
 入り口が狭く奥の広い湾だとこの様にはならないので安全なのですが、そうした良

港は少ないのです。 

 
 リアス式海岸の始まりの集落が『大泊』です。次にある大きな湾の奥が『新鹿』で

す。ともに湾の奥に砂浜があり、普段は波も静かな海水浴場です。しかし、津波に弱

い湾の典型みたいな所です。 
 江戸時代などにも記録に出てきますが、近代では東南海地震の時にも大きな被害を

出しています。 

 
 この写真は昭和１０年代の南牟婁郡大泊村の風景です。 
 波の様子や遠くに白く見える『清滝』の水量から推測して、台風明けのときかと思

います。 
 大泊の家々の壁が丸見えになっています。 
 海岸には低い石積みがあるだけのようです。 
 この家々はこのあと１０年ほどで殆どが津波にやられたようです。昭和１９年の津

波ですが、公式記録の残っていない災害です。 
 そのあと、伊勢湾台風にもやられ、古代から続いた災難がやはり繰り返されていま



した。 
 その後で防災工事で大きな堤防が出来、砂浜からは家の屋根すら見えないようにな

っています。 
 これで、万全かと言うと、そうでも無いのです。 
 直撃を受けることはよほどでないとないでしょうが、すぐそばの川を津波は遡りま

す。そして、その部分には国道が走り昔の高さのままです。 
 津波が来れば、そこから水は集落になだれ込むでしょうね。 
 直撃ではないし、引く時に何もかも海に引きずり込むことはないですから人的被害

とかもうんと減るでしょう。しかし、人力で逆らえるのはこの辺までですね。 
  地震の被害を受け続けた三陸の田老町（宮古市）は、三階建てくらいの高さの堤

防ですっぽり町を包んであります。 
 堤防に登るまで、海辺の町と言う風景はなくなっています。 
 それだけの堤防があっても、街を改造してまで高台への避難路を確保して避難訓練

も頻繁に行っているようです。 
 そうしたものを見ると、逆に自然に逆らうことの難しさを実感して「あきらめ」の

気持ちが起きてしまいます。 

 

 こちらが今の大泊の風景です。 
 この堤防は内側から見てせいぜい二階建ての高さです。田老町的に言えば不完全な

物なのだと思います。しかし、住民意識の危機意識は全くないといってもよいですね。 
 東南海地震も伊勢湾台風も殆ど忘れられてしまいましたからね。 

 
 『温故知新』なんて・・・無理なんですね。 
                    by je2luz | 2008-10-11 11:03 

 

 


